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神経遮断剤の 効果

　　　 （慶大）

　　　　 坂倉　啓夫 ，瀬尾　道次，落合　　寛

　　　　 小国　美種 ， 大木　洋
一・，秋元　　浩

　先に教室 の 中尾は 正常型通気曲線 に対す る 自律神経遮

断剤 の 影響 を報告 して い るの で，私共 は 反復通気 を 3回

以 上 行 い ，何 れ も 疏通障害 を 示 レた 41名 に 自律神経機能

検 査 を行い そ れ に対応す る 遮断剤 を使用 し， 通気型 ， 初

圧 ， 振幅 ， 平均 圧，及 び波動数等通 気 曲線に現 わ れ る変

・化を観察 した，更 に 疏通性 の 改善を確認す る為 ， 連続撮

影 法を行い
，

こ れ に よ り器質的変化 が認め ら れ る 時に

は
，

カ ル ド ス コ ピーギ ネ コ グ ラ フ ィ
ー等 を行 っ て機能的

疏通障碍 と器質的な もの を鑑別した ．

　 1）　自律神経機能検 査 （薬物的検査 法）

　 ア ド レ ナ リン ，ピ ロ カ ル ピ ン ，ア ト ロ ピ ン を 注 射 し，

．血 圧 の 変動や 流涎量，脈摶数，そ の 他 の 副症状を 考慮 し

っ 》 交惑及び副交感神経機能亢進 （s ・？），交感神経機

能 亢進 （S ），副交感神経機能亢進 （P ），正 常 （N ） に 分

獺 した．

　 2）　遮断剤 の 種類及び投与方法

　 中枢性遮断剤 と して ク ロ
ー

ル プ ロ マ ジ ン 12．5mgを SP

evこ
， 交惑神経抑制剤 とし て ヒ デ ル ギ ン 0 ，3  を SP ・S ・

二N に
， 副交感神経遮断剤 として ゾ ス コ パ ン 20  を P ・N

‘《二使用 した．使用方法 は通気舸に，静注例で は 3 分皮下

不 妊症 に 関す る 問 題　　　　　　　　　　　　　　629− 143

　　　 注例で ｝ま5 分 〜20分
，

筋 注例 で は 30〜40分 に使 用 した．

　　　 今回 は主 として ヒ デ ル ギ ン を用い ，効果 の あ る もの に は

更 に ヒ デ ル ギ ン 錠 （0．25  ！錠）を 1 日 2錠宛 1 カ 月間服

用せ しめ た 後更 に反復通気 を 行 い 経過 を観察 した ．

　成績

　1． 遮断剤の効果は 自律神経機能に応 じて使用す る方

が 効果的で あ る．

　2，　 ヒ デ ル ギ ン に よる改善率は 61．8％ ，
ブ ス コ パ ン で

は62．8％，ク ロ ール プ ロ マ ジ ン では 37．5％であっ た．

　3． 造 影像で骼質的変化 の 明白な る もの に 対 レて 自律

神経遮断剤の効果 は 殆 ん ど期待出来ない ．

　67．に 対す る 追加　　　　　　 （阪大）倉智　敬
一

　私共も
・
子宮卵管造影術に際して，子宮お よび 卵管が造

影剤で充 た さ れ る結果 ， あ るい は 子 宮 に対す る器 械的刺

激 に 基い て 機能的卵管閉鎖す な わち卵管痙攣 の現 わ れ る

事実を指摘 し ，
こ れに 対す る副交惑神経節遮断剤 Hyo −

scin −N −Butylbromid の 有効 な る こ と を報告 し た．

　すなわ ち，
こ の よ うな機能的閉鎖が 両側 の 卵管に認め

ら れ た も の は 19．6％，片側卵管に認め られ た もの は 16．0

％であ る．

　 こ れ は炎症 あ るい は腫 瘍 に基 く器質的閉鎖と厳密 に 区

別 され な けれ ぱ な ら な い 重要 な事実で あ っ て，自律神経

剤 を用 い る演 者の 考え方に賛意 を表 した い ．

第 8 群 　新生児 に 関す る問題

　，68．新生 児皮膚温 に 関す る研究 （第 2 報）

　　　　　（厚生中央）　 塚本　　胖 ，段塚　昭朗

　新 生 児 が 急変す る タト界温度 に 対 して 営 む体温 の 順応性

を 知 る こ とは新生児管理 上 重要 な 問題で昭和36年度 日本

涯 科婦人科学会総会で発表後更 に 未熟児 を中心 と して追

求 し て 比 較検討 した の で こ こ に 報告す る．

　 実験対象並 びに 実験 方 法 ：厚生中央病院 に於て 昭和 35

年及 び36年度に出生 レ特 に異常の ない 新生児 王6工例を 対

．
象 と し て 前同 発表と同様 の 方 法で測定 した ．

　 オ イ ル バ ス 群 の 娩出僕15時 間の 変動 は 沐浴 群 と 同様 ，

上 昇型 ， 安定型 ， 不 定 型 ， に 分 類出来 た．分 娩 形 式 と皮

膚 温型では ， 上 昇型 ， 高温安定型 を 1群 ， 不定型 及 び低

温 安定型 を 皿群 と して 検討す る と頭位分娩 で は 1群 80

％ ， 帝切分 娩 で は 互群60％，骨盤位分娩 で は H 群69％で

ll群 が有意に増加 して い る．体重 と 皮膚温型 の 関係は

25009 以 下では 両 群共50％であ る が 2501g 以 上 では 1群

は 74％で有意 の 差 を示 して い る．妊娠週数 と皮膚温型 と

の 関係は36週以前 で は 皿群 52％で あ る が3T〜40週 で 1群

6S％ ， 41週 以 」∵ ご 1群 86％ と 1群 が 有 意 に 多 くな っ て い

る．沐浴 とオ イル バ ス と を比 べ る と頭位分娩25019 以 ．L

では共 に 1群が多 く頭位分娩2500g 以下及び骨盤位分娩

で は オ イル バ ス に 1 群 が 多い 傾向 を示 し帝切分 娩で は オ

イル バ ス に 1群 が 有意 に 多い ，60分 間 に 十 12℃ に な る様

に 負荷す る と直線的 に 漸次直腸温 に近ず くが 32℃ 以 上 の

負荷 に は 反応 せ ず 負荷を解い て 行 くと緩 か に 下降す る が

上昇時 よ り高温 に あ る。十 10℃ の 急激な負荷に対 して は

急変す る が成熟児 は 中止 後
一

定温を保 つ が未熟児 は 下降

を続 け る．哺育温度別 の 日差変動は成熟児25℃ 哺育，未
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熟児23℃ 哺育例では 体重曲線 に ほ X
“

￥
’
行す る U 字 型 を示

すが ，未熟児31℃ 哺育で は直腸温 は23℃ の 場合 と同様で

あ る が 末梢部 との 幅 は 狭 く且 つ 直線的で あ る．

　以上 の 結果 か ら37週以後頭位 分 娩 した 25019 以 上 の 例

に ］群 （上昇型 ，高温安定型 ） が 多い こ とか ら皮膚温 上

か らも上昇型，高温安定型 が 正常な経過を示 す もの と考

え られ る．沐浴は保清代謝 の 活溌化 を 目的 と して 成熟児

に 施 行 さ れ て い る が ，未 熟児 で は オ イル パ ス が 良 くこ れ

は本実験の 皮層温上 か らも立証 された ．然 し帝切，骨盤

位分娩児 は成熟児 に依 らず異常な経過 を辿 る が オ イル バ

ス に よ IJ 改善 さ れ る こ とは 注 目 に 価す る． 温 熱負荷 に

対 して は速や か に反応す る が 32℃ 以上 に は 余 り反応 せ ず

且つ 直腸温 は 哺育温度 に よ り著差が ない 事 か ら徒 らに 高

温環境 に 曝す こ とは児 に無益 な代謝亢進 を起 す 結果 とな

る ．

　殊 に未熟児哺育上代謝亢進の 抑 告L 臓器 内循環 ［r［［量 の

増加の 為従来 よ り も低温 で 哺育 した 方 が 望 ま しい ．但 し

単 に 皮膚温 上 よ り新生児 の 温熱代謝 を 論ず る こ とは 早計

で あ る か ら，結論は 今 後の 研 究に 俟 つ 次第であ る．

　 69．炭酸ガ ス の 新生児呼吸 に 及 ぼす影響

　　　　　　　　　 （市立 川崎病 院）　 高 畠　 弘

　　　　　　　　　　 結　論

　新 生 児 の 呼吸 系は 胎外 生 活 が始 ま る や 否 や ， 直 ち に新

しい 機能 を営 まねば な ら な い。特に呼吸は児の 生命に重

大な影響を及 ぼ し，児 の 死 亡 原因の 主 要 な部 分 を 占め て

い る事は沖 目 に 値す る もの であ る。しか し新生児の呼吸

機 能 に 関 しての 実験的研究報告は極 め て 少 く，こ の 事は

新 生 児管 理 の 上 に お い て 障害 を来す もの と思 わ れ る．

　成 人 に お い て は 炭酸 ガ ス の 吸 入 に よ っ て呼吸 中枢 が 刺

激 さ れ，分 時呼吸量及び呼吸数は増加 し， 従 っ て 単一呼

吸 量 も増加す る事 は多数 の 業績の 示 す 逓 りで あ る が ，炭

酸ガ ス の 新生児呼吸 に 及 ぼ す影響 に つ い て は其の 発表は

少く ． 研 究者 に よ り異 る結果が 報告 され てい る．空 気 中

の 炭酸 ガ ス 量 は O．03％ で あ りそ の 恕 限 度 は 0．1％ で あ る

が ， 今 回 私 は 市立 川崎病 院で出生 した新生児延べ 百 十数

例 に つ い て，Body 　Plethysエnograph 　内に児は収容 し 2

％，1 ％，　0ゐ ％ 3 種 の 濃度 の 炭酸 ガ ス を吸 入 せ しめ ，

分時呼吸 量 ， 呼 吸 数及 び単 一
呼吸量 の 変化 を 観察測定

し ， こ れ らの 変化 よ り呼吸 中枢 へ の 関連性 を求 め た ．

　　　　　　　　　 実験成績

　1． 分時呼吸量 ：成熟児の 空気中に於ける分時呼吸量

は平均 635cc
， 未熟児 で は 452ccであ っ た．

　2 ．　分 時 呼 吸 妛史：成 熟 児45回 1分 ，　未熟児 51回 1分
』
ご夫

熟児で は頻 回 な呼吸 を行つ て い る傾向が見 られ る．

　 3。　単
一．一
呼吸量 ：成熟児で は 平均 14．1cc，未熟児で は

8．8ccであ つ た ．

　4． 炭 酸 ガ ス 吸入 に よ る 新生児呼吸の 変化 ：空気中に

て 5分 間平静に 連続呼吸波 を画 か しめ ，そ の 後前記 3種

の 濃度の 炭酸ガ ス を 5 分 間吸入 せ しめ る と，い ず れ の 濃

度 に 於い て も分 時呼 吸 量 ， 呼吸 数 は 増加 し 2 〜3 分で ピ

ー
ク に 達 し，次第に両 者共減少 して 行 き 5分後に 炭酸 ガ

ス を 切つ て再び Room 　Air　lに戻る と 4 分 後に は 対照時

の 其れ 等 と 同一
の レ ベ ル に な る．した が つ て新 生児の r乎

吸系は 2 ％，1 ％ 及 び O．5％ 3種 の 炭酸ガ ス に 反応 し，

こ の 間に 推計学的 に 有位の 差 を認め た ．

　5．　成熟児 と未熟児 に 於 け る 差異 ： 両 者共 分 時 呼吸

景 ，呼吸数の 増加 を 示 すが ，呼吸数で は未熟児の 方 が成

熟光｝こ ⊥ 廻 つ て い る、

　6， 生 後 口数に よる変化 ：生後 7 日 間 を前半後半 2 っ

の グ ル ー
プ に 分 け 実験を行つ た結果で は ， 前後両 グ ル ー

プの 閊に は特に 変化 は 認め られ ず ， 同様に 炭酸ガ ス に 反

応 した ．

　7． 新生児炭酸ガ ス 吸入時の 血 中炭酸ガ ス 量 の 変化 ：

炭酸 ガ ス 吸入前 の 対照 と，吸 入後 2 分及 び 吸入 直後再び

Room 　Air に戻 っ た 時直 凱 こ 採血 し， 血 中ガ ス 微量 分

析 装 置 に て 測 定 す る とい ずれ も炭酸 ガ ス 吸 入 後 の 方 が 血

中炭酸ガ ス 量 の 減少す る と云 う結果 を得 た．こ れ は炭酸

ガ ス の 刺激 に よつ て呼吸 波 が 大 き くな り換気量が改善 さ

れ た為 と考 え る．今 成 人 に お い て 筋弛緩剤注射 よる 無呼

吸 後 に 採．lfitし血 中炭酸ガ ス を測足す ると， 対照時 よ り増

加 し，酸素 に よ り強制呼 吸 を行 つ た後 に採 血 測定す る と

IGI中炭酸ガ ス 量 は 減少 して い る．した が つ て こ れ 等の 事

よ り換気が 良 くな る と血 中炭酸ガ ス 量 の 減少す る 事が 解

る．

　　　　　　　　　　 結　語

　以上 の 実験 よ り，新生児 に おい て も成人同様 に炭酸ガ

ス 吸入に よ り呼吸中枢 が刺激 さ れ，分時呼吸 量 ，呼吸数

及 び単
一
呼 吸量 が 増加 し児 の 換気 が 改善 される と云 う結

果 を得 た の で 報告 す るe

　69．に 対ず る質 問　　　　　 （東北 大）安達　寿夫

　実際 上 わ れ わ れ が呼吸 を 改善す る必 要 が あ るの は ， 仮：

死児 や無呼吸発作 を くりか えす高度未熟児であ る が ，ぞ

れ らに 対 し CO2 吸入 は どん な 影響が あ っ た か 。

　質問　　　　　　　　　　　　（岡Li」大）武田　佳彦

　正 常無処置 の 分 娩直後 よ りの 血 中 COa 量 の 継時追求
’
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